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審   査   の   要   旨 
 
本論文の著者は、沖縄から分離されたトキソプラズマ株のゲノムシーケンス解析を行い、同
株のマウスに対する毒性がROP5、16の遺伝子多型で決定されていることを明らかにした。ま
たトキソプラズマ原虫がROP39をもちいて宿主細胞内のミトコンドリアをリクルートする分
子機構の一端を明らかにした。これらの新知見は、寄生性生物が宿主細胞をあやつる巧妙な分
子機構を理解する上で重要な基礎生物学的成果である。また、著者がトキソプラズマ原虫から
得た知見は、病原性原虫である近縁種に対抗するための薬剤開発の端緒となりうるものであり、
応用生物学的にも重要である。 
令和２年２月５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
